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更
級
日
記
と
上
総
国
笠
森
観
音
元
吉
進
一
更
級
日
記
（
注
一
）に
は
、
物
詣
で
に
つ
い
て
多
く
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
四
十
歳
前
後
の
作
者
は
短
期
間
に
幾
度
と
な
く
出
か
け
て
い
て
、
物
詣
で
の
記
、
と
い
う
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
作
者
菅
原
孝
標
の
女
自
身
が
次
の
よ
う
な
弁
解
め
い
た
文
を
記
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
二
三
年
、
四
五
年
へ
だ
て
た
る
こ
と
を
、
次
第
し
だ
い
も
な
く
書
き
つ
づ
く
れ
ば
、
や
が
て
つ
づ
き
た
ち
た
る
修
行
者
す
ぎ
や
う
じ
やめ
き
た
れ
ど
、
さ
に
は
あ
ら
ず
。
年
月
へ
だ
た
れ
る
こ
と
な
り
。
日
記
冒
頭
で
は
、
上
総
国
に
い
て
物
語
に
あ
こ
が
れ
る
作
者
は
、
上
京
し
て
物
語
が
沢
山
読
め
る
よ
う
自
ら
造
っ
た
薬
師
仏
に
祈
り
、
ま
た
、
巻
末
で
は
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
夢
に
見
て
極
楽
往
生
を
願
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
点
綴
さ
れ
る
物
詣
で
の
な
か
で
は
、
清
水
寺
、
石
山
寺
、
長
谷
寺
な
ど
観
音
の
霊
場
へ
の
参
詣
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
人
生
の
終
末
を
見
据
え
た
阿
弥
陀
仏
の
夢
は
と
も
か
く
、
全
身
全
霊
を
込
め
て
祈
っ
た
は
ず
の
薬
師
仏
は
以
後
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
上
洛
の
夢
が
叶
い
、
物
語
も
手
に
入
っ
て
、
薬
師
仏
は
い
わ
ば
お
払
い
箱
的
扱
い
を
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
観
音
詣
で
が
信
仰
の
主
対
象
と
な
っ
て
行
く
。
そ
う
し
た
作
者
の
観
音
へ
の
信
仰
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
作
者
が
ま
が
り
な
り
に
も
仏
へ
の
信
仰
心
に
目
覚
め
た
上
総
国
で
の
体
験
が
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
上
総
国
の
観
音
霊
場
の
存
在
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
関
連
性
を
追
求
し
て
み
た
い
。
二
日
記
中
で
仏
へ
の
信
仰
や
寺
院
へ
の
物
詣
で
に
関
す
る
記
事
を
時
系
列
で
挙
げ
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
1．
上
総
国
に
お
い
て
、
薬
師
仏
を
造
り
、
上
京
し
て
物
語
が
読
め
る
よ
う
祈
願
2．
上
京
途
上
で
見
聞
し
た
武
蔵
国
竹
芝
寺
の
伝
承
3．
入
京
直
前
に
目
に
し
た
、
坂
関
近
く
の
粗
造
り
の
仏
4．
親
と
と
も
に
太
秦
参
籠
5．
法
華
経
五
の
巻
を
習
え
と
僧
に
告
げ
ら
れ
た
夢
6．
六
角
堂
に
遣
水
を
造
る
と
い
う
夢
7．
東
山
の
霊
山
詣
で
8．
再
度
の
太
秦
籠
り
で
、
常
陸
国
に
下
っ
た
父
の
平
穏
を
祈
る
9．
母
に
連
れ
ら
れ
清
水
寺
参
籠
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
九
〇
三
号
五
二
～
六
二
（
二
〇
一
六
一
）
10．
母
が
僧
を
代
参
さ
せ
て
、
初
瀬
に
鏡
を
奉
納
11．
尼
に
な
っ
て
修
学
院
に
入
っ
た
親
族
と
歌
の
贈
答
12．
作
者
の
前
世
は
清
水
寺
の
仏
師
で
あ
り
、
丈
六
の
仏
像
を
造
っ
た
、
と
告
げ
ら
れ
た
夢
13．
霜
月
に
石
山
寺
に
参
る
途
中
、
関
寺
で
上
総
よ
り
上
洛
の
往
時
を
回
想
14．
大
嘗
会
の
御
禊
の
日
、
初
瀬
に
向
け
て
京
を
出
立
し
、
長
谷
寺
に
三
日
間
参
籠
15．
春
、
鞍
馬
寺
参
籠
16．
そ
の
二
年
後
、
石
山
寺
参
籠
17．
再
度
の
初
瀬
詣
で
18．
再
々
度
の
太
秦
詣
で
19．
巻
末
、
阿
弥
陀
仏
来
迎
の
夢
こ
れ
ら
の
物
詣
で
、
あ
る
い
は
仏
に
ま
つ
わ
る
記
事
を
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
〇
薬
師
仏
へ
の
祈
願



1
〇
竹
芝
寺
の
縁
起
説
話



2
〇
関
寺
門
前
を
通
過
（
弥
勒
菩
）



3、
13
〇
太
秦
参
籠
（
広
隆
寺
、
弥
勒
菩
）



4、
8、
18
〇
法
華
経
を
勧
め
る
僧



5
〇
六
角
堂
に
遣
水
を
造
る
と
い
う
夢
（
頂
法
寺
、
如
意
輪
観
音
）



6
〇
霊
山
参
拝
（
正
法
寺
、
釈
如
来
）



7
〇
清
水
参
籠
（
清
水
寺
、
千
手
観
音
）



9、
12
〇
初
瀬
参
籠
（
長
谷
寺
、
十
一
面
観
音
）



10、
14、
17
〇
親
族
の
修
学
院
入
山
（
不
動
明
王
）



11
〇
東
大
寺
参
拝
（
毘
盧
遮
那
仏
）



14
〇
石
山
参
籠
（
石
山
寺
、
如
意
輪
観
音
）



13、
16
〇
鞍
馬
参
籠
（
鞍
馬
寺
、
毘
沙
門
天
観
音
）



15
〇
阿
弥
陀
仏
来
迎
の
夢



19
日
記
に
記
さ
れ
た
仏
や
寺
院
は
、
弥
勒
菩
で
知
ら
れ
る
坂
関
近
く
の
関
寺
が
二
例
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
総
か
ら
の
上
洛
時
に
未
完
成
の
門
前
を
通
過
し
た
り
、
石
山
寺
参
詣
の
折
に
門
前
を
通
っ
た
だ
け
で
お
参
り
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
太
秦
広
隆
寺
が
三
例
と
多
い
の
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
観
音
で
知
ら
れ
る
寺
へ
の
言
及
が
多
い
。
十
九
例
の
う
ち
八
例
が
観
音
を
本
尊
と
す
る
六
角
堂
、
清
水
、
初
瀬
、
石
山
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
言
及
回
数
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
寺
に
関
す
る
記
述
の
分
量
も
多
い
。
ま
た
、
鞍
馬
寺
に
つ
い
て
は
、
毘
沙
門
天
を
本
尊
と
す
る
平
安
京
の
北
方
鎮
護
の
寺
、
と
い
う
性
格
付
け
が
一
般
で
あ
る
が
、
一
方
で
観
音
信
仰
の
地
と
し
て
の
性
格
も
持
つ
と
さ
れ
る
。
鞍
馬
寺
出
版
部
発
行
の
『
鞍
馬
山
』
で
は
、鞍
馬
寺
に
伝
わ
る
『
鞍 あ
ん
馬 ば
蓋 が
い
寺 じ
縁 え
ん
起 ぎ
』
は
鞍
馬
寺
開
創
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
誌 し
る
し
て
い
ま
す
。
奈
良
唐
招
提
寺
の
鑑
真
和
上
の
高
弟
鑑 が
ん
禎 て
い
上 しょ
う
人 に
ん
は
、
宝 ほ
う
亀 き
元
年
（
7
7
0）
正
月
4日
寅
の
夜
の
夢
告
と
鞍
を
負
っ
た
白
馬
の
導
き
で
鞍
馬
山
に
登
山
、
鬼
女
に
襲
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
毘
沙
門
天
に
助
け
ら
れ
ま
す
。
仏
法
を
守
護
す
る
お
像
が
降
臨
さ
れ
た
と
悟
っ
た
上
人
は
草
庵
を
結
び
、
そ
の
毘 び
沙 し
ゃ
門 も
ん
天 て
ん
を
お
祀 ま
つ
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
の
ち
の
延
暦
15年
（
7
9
6）
の
こ
と
、
造
東
寺
長
官
の
藤
原
伊 い
勢 せ
人 ん
ど
は
日
頃
信
仰
す
る
観
世
音
を
奉
安
す
る
一
宇
の
建
立
を
念
願
し
て
い
ま
し
た
が
、
夢
の
お
告
げ
と
白
馬
の
援 た
す
け
を
得
て
登
っ
た
鞍
馬
山
に
は
、
鑑
禎
上
人
の
草
庵
が
あ
り
毘
沙
門
天
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
は
観
世
音
を
祀 ま
つ
り
た
い
の
に
と
訝 い
ぶ
かる
伊
勢
人
に
「
毘
沙
門
天
も
観
世
音
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も
根
本
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
」
と
再
び
夢
告
が
あ
り
ま
し
た
。
納
得
し
た
伊
勢
人
は
草
庵
を
三
間
四
面
の
堂
舎
に
造
り
替
え
毘
沙
門
天
を
奉
安
、
の
ち
に
千 せ
ん
手 じ
ゅ
観 か
ん
音 の
ん
を
造
像
し
て
併
せ
祀
り
、
宿
願
を
果
し
ま
し
た
。
そ
し
て
鞍
を
負
っ
た
馬
が
鞍
馬
山
を
示
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、
鞍
馬
寺
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
と
説
明
し
、
観
音
と
毘
沙
門
天
は
同
体
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
鞍
馬
寺
も
観
音
に
関
わ
る
寺
に
含
め
る
と
、
観
音
詣
で
は
さ
ら
に
増
え
て
九
例
を
数
え
る
。
観
音
信
仰
は
十
世
紀
中
頃
か
ら
貴
族
社
会
で
流
行
し
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
観
音
の
寺
へ
の
参
詣
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
貴
族
女
性
た
ち
が
観
音
の
利
益
に
す
が
っ
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
更
級
日
記
作
者
だ
け
の
特
例
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
更
級
作
者
に
は
観
音
と
結
ぶ
特
別
な
縁
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
作
者
の
観
音
詣
で
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
の
が
初
瀬
詣
で
、
つ
ま
り
大
和
国
長
谷
寺
へ
の
参
詣
で
あ
っ
た
。
特
に
、
記
事
14で
詳
述
さ
れ
る
、
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の
長
谷
寺
詣
で
は
、
道
中
の
出
来
事
が
詳
細
に
描
か
れ
、
い
き
い
き
と
し
た
そ
の
表
現
は
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
で
も
見
る
か
の
如
き
感
が
あ
る
。
作
者
三
十
九
歳
の
冬
、
時
あ
た
か
も
後
冷
泉
天
皇
即
位
に
と
も
な
う
大
嘗
会
の
御
禊
の
日
、
京
中
の
人
々
が
沸
き
立
っ
て
い
る
中
を
、
作
者
は
そ
れ
に
抗
う
か
の
よ
う
に
長
谷
詣
で
の
精
進
を
始
め
、
初
瀬
に
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
兄
定
義
の
強
硬
な
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
行
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
は
、
記
事
10に
あ
る
よ
う
に
、
作
者
二
十
六
歳
の
年
、
母
が
一
尺
の
鏡
を
鋳
造
し
て
僧
に
長
谷
寺
に
代
参
、
奉
納
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
記
事
17で
は
四
十
歳
の
紅
葉
の
頃
、
再
度
の
長
谷
寺
詣
で
を
行
っ
た
が
、
こ
の
時
は
三
日
間
参
籠
し
て
い
る
。
結
局
、
長
谷
寺
詣
で
は
作
者
自
ら
足
を
運
ん
だ
の
が
二
回
、
代
参
が
一
回
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
谷
寺
は
大
和
国
初
瀬
は
つ
せ
の
地
に
あ
り
、
初
瀬
は
泊
瀬
、
長
谷
と
も
書
か
れ
る
。
山
間
に
位
置
し
、
北
方
に
初
瀬
山
巻
向
山
系
、
東
方
に
天
神
山
鳥
見
山
系
、
西
方
に
三
輪
山
が
取
り
巻
き
、
南
方
に
は
初
瀬
川
が
流
れ
る
小
盆
地
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
「
隠
口
の
初
瀬
」
の
枕
詞
に
表
現
さ
れ
た
地
形
で
あ
る
。「
天
武
天
皇
の
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
飛
鳥
川
の
川
原
寺
の
道
明
上
人
が
天
皇
の
た
め
に
泊
瀬
山
上
に
建
立
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
、
（
こ
れ
を
本
長
谷
寺
と
い
う
）、
聖
武
天
皇
の
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
に
徳
道
上
人
が
東
の
岡
に
創
建
し
た
の
が
現
在
の
長
谷
寺
（
注
二
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
で
、
右
手
に
錫
杖
と
念
珠
、
左
手
に
蓮
華
の
挿
さ
れ
た
水
瓶
を
持
つ
様
式
は
長
谷
寺
特
有
の
も
の
で
、
長
谷
寺
式
十
一
面
観
音
と
呼
ば
れ
る
。
長
谷
寺
は
「
仏
の
御
中
に
は
、
初 は
つ瀬 せ
な
む
、
日 ひ
の本 も
との
中 う
ちに
は
あ
ら
た
な
る
験 しる
しあ
ら
は
し
た
ま
ふ
と
、
唐 も
ろ
土 こ
し
に
だ
に
聞
こ
え
あ
む
な
り
」
（
源
氏
物
語
「
玉
鬘
」
）
と
さ
れ
、
女
流
文
学
に
も
観
音
の
霊
験
譚
の
地
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
で
あ
っ
た
。
記
紀
に
よ
れ
ば
、
初
瀬
は
、
古
く
は
五
世
紀
後
半
に
雄
略
天
皇
、
武
烈
天
皇
の
宮
殿
が
置
か
れ
た
地
で
あ
っ
た
。
古
事
記
（
注
三
）に
は
、
雄
略
天
皇
は
「
大
長
谷
若
建
命
お
ほ
は
つ
せ
の
わ
か
た
け
る
の
み
こ
と
、
長 は
つ
谷 せ
の
朝 あ
さ
倉 くら
の宮 み
やに
坐 い
まし
て
、
天 あ
めの
下 し
たを
治 を
さめ
き
」
と
記
さ
れ
る
。「
朝
倉
宮
」
は
「
桜
井
市
脇
本
遺
跡
に
比
定
す
る
説
が
有
力
」
と
さ
れ
、
初
瀬
の
下
流
お
よ
そ
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
万
葉
集
一
番
歌
「
籠
も
よ
み
籠
持
ち
」
は
そ
の
辺
り
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
武
烈
天
皇
は
「
小
長
谷
若
雀
命
を
は
つ
せ
の
わ
か
さ
ざ
き
の
み
こ
と、
長 は
つ谷 せ
の
列 な
み木 き
の
宮 み
やに
坐 い
まし
て
、
天 あ
めの
下 し
たを
治 を
さむ
る
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
「
列
木
宮
」
は
「
桜
井
市
出
雲
の
地
か
」
と
さ
れ
て
い
る
。
出
雲
は
初
瀬
の
西
方
、
初
瀬
川
を
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
所
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
両
天
皇
の
国
風
諡
号
に
「
大
長
谷
」、「
小
長
谷
」
と
い
う
表
記
が
み
え
る
。
そ
も
そ
も
初
瀬
と
い
う
地
名
に
関
し
て
は
、
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和
歌
に
お
い
て
は
、
「
初 は
つ
瀬 せ
」
の
ほ
か
「
長
は
谷 せ
」
「
初 は
つ
瀬 せ
川 が
は
」
「
長 は
谷 せ
川 が
は
」
「
初 は
つ
瀬 せ
路 ぢ
」
「
初 は
つ
瀬 せ
の
檜 ひ
原 ば
ら
」
「
初
瀬
の
峰
」
「
初
瀬
山
」
、
そ
し
て
美
称
の
接
頭
語
「
を
」
を
つ
け
て
「
を
は
つ
せ
（
小
初
瀬
）」「
を
は
つ
せ
の
や
ま
（
小
初
瀬
山
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
（
注
四
）。
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
瀬
は
「
を
は
つ
せ
」
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
巻
十
六
の
三
八
〇
六
番
歌
「
事
し
あ
ら
ば
小 を
泊 ば
つ瀬 せ
山 や
まの
石
城
い
は
き
に
も
隠 こ
もら
ば
共
に
な
思 お
もひ
そ
我 わ
が
背 せ
」
の
よ
う
に
「
を
ば
つ
せ
」
と
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
歌
は
類
歌
が
常
陸
国
風
土
記
、
新
治
郡
笠
間
村
の
条
に
見
え
る
。
岩
窟
に
籠
も
っ
た
女
山
賊
に
つ
い
て
の
俗
謡
で
、「
言
痛
こ
ち
た
け
ば
小 を
泊 は
つ瀬 せ
山 や
まの
石
城
い
は
き
に
も
率 ゐ
て
籠 こ
も
ら
な
む
勿
恋
な
こ
ひ
そ
我
妹
わ
ぎ
も
」
と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
「
を
は
つ
せ
」
と
発
音
し
て
い
る
。
風
土
記
の
こ
の
「
小
泊
瀬
山
」
な
る
地
名
に
関
し
て
は
「
大
和
信
濃
に
同
名
の
山
が
あ
る
。
大
和
の
泊
瀬
山
は
古
来
墳
墓
の
地
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
は
大
和
の
山
か
。
ま
た
、
葦
穂
山
を
大
和
の
泊
瀬
山
に
見
立
て
た
も
の
か
（
注
五
）」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
和
国
の
泊
瀬
山
に
見
立
て
ら
れ
た
葦
穂
山
は
笠
間
村
の
南
西
に
位
置
し
、
筑
波
山
の
北
に
連
な
る
峰
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
引
用
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
を
は
つ
せ
や
ま
」
と
い
う
地
名
は
信
濃
国
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
濃
国
の
「
を
は
つ
せ
や
ま
」
は
更
級
郡
に
あ
っ
た
。
『
長
野
県
の
地
名
』
（
注
六
）
で
は
更
級
郡
の
小
谷
郷
お
う
な
ご
うに
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
和
名
抄
」
高
山
寺
本
に
「
小
谷
」
と
記
し
、
流
布
本
と
も
に
「
乎
宇
奈
」
と
訓
じ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
訓
に
よ
れ
ば
「
を
う
な
」
と
読
む
こ
と
が
妥
当
で
、
（
中
略
）
こ
の
訓
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
多
く
の
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
地
理
志
料
」
は
、
こ
の
小
谷
郷
は
「
乎
波
都
世
」
（
を
は
つ
せ
）
と
訓
ず
べ
き
で
「
お
は
つ
せ
」
す
な
わ
ち
、
小
長
谷
郷
で
あ
り
、
長
谷
を
中
心
と
し
た
塩 し
お
崎 ざ
き
稲
荷
山
い
な
り
や
ま
桑 く
わ
原 ば
ら
な
ど
（
現
長
野
市
篠
ノ
井
西
部
及
び
更
埴
市
西
部
）
一
帯
を
比
定
す
る
。
ま
た
、『
大
日
本
地
名
辞
書
（
注
七
）』
の
信
濃
国
更
級
郡
「
ヲ
ハ
ツ
セ
小
谷
ヲ
ダ
ニ郷
」
の
項
に
は
、
小
谷
の
訓
に
乎
宇
奈
と
あ
る
は
疑
ふ
べ
し
、
（
中
略
）
小 ヲ
谷 ダ
ニ
庄
の
名
は
近
世
ま
で
塩
崎
八
幡
の
間
に
存
し
、
此
に
長
谷
神
社
、
長
谷
寺
、
小
長
谷
山
な
ど
さ
へ
あ
り
て
、
万
葉
集
に
信
濃
国
防
人
、
少
長
谷
部
笠
麻
呂
と
い
ふ
人
も
見
え
、
小
長
谷
郷
を
長
谷
ハ
セ
と
も
、
小 ヲ
谷 タ
ニ
（
小
長
谷
の
中
略
よ
り
更
に
文
字
に
つ
き
て
よ
め
る
唱
な
り
）
と
も
転
じ
た
る
を
知
る
。
と
あ
り
、
更
に
、
同
書
の
更
級
郡
「
小 ヲ
長
谷
ハ
ツ
セ
山
」
の
項
に
は
、
姑
捨
山
と
は
小
長
谷
山
の
訛
言
に
し
て
、
即
此
を
云
ふ
、
其
山
名
は
本
来
小
長
谷
部
の
人
々
の
居
れ
る
に
拠
り
て
起
れ
ど
、
小
長
谷
と
い
ふ
言
辞
は
、
又
葬
地
に
通
ふ
、
万
葉
集
に
事
し
あ
ら
ば
小
初
瀬
山
の
岩
城
に
も
籠
ら
ば
共
に
思
ふ
な
我
兄
と
よ
み
、
岩
城
と
は
石
槨
の
謂
な
り
、
小 ヲ
母 バ
捨 ス
テ
の
諺
も
是
等
の
語
縁
の
湊
合
に
よ
り
て
起
り
た
る
な
ら
ん
。
と
し
て
、
小
長
谷
が
略
さ
れ
て
小
谷
と
な
っ
た
こ
と
、
小
長
谷
山
が
姨
捨
山
と
な
っ
た
も
の
、
と
解
し
て
い
る
。
塩
崎
村
（
現
、
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
）
は
千
曲
川
の
西
に
あ
り
、
塩
崎
長
谷
地
区
の
白 し
ら助 す
けに
は
延
喜
式
記
載
の
長
谷
神
社
と
長
谷
寺
が
あ
る
。
こ
の
長
谷
寺
の
観
音
堂
の
本
尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
で
あ
る
。
『
長
野
県
の
地
名
』
は
「
長
谷
寺
」
の
項
で
、
「
長
谷
の
地
名
小 お
長 は
谷 せ
部 べ
は
武
烈
天
皇
の
御 み
子 こ
代 し
ろ
部 べ
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
」
と
し
、
ま
た
当
地
の
長
谷
寺
の
開
基
で
あ
る
白
助
翁
に
つ
い
て
「
大
和
の
「
長
谷
寺
霊
験
記
」
に
は
、
允
恭
天
皇
の
六
代
の
孫
白
助
翁
が
こ
の
国
に
居
住
し
、
双
親
の
た
め
千
日
湯
を
た
て
千
本
の
卒
都
婆
を
供
養
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
が
化
し
来
っ
て
長
谷
の
霊
地
で
あ
る
こ
と
を
顕
わ
し
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
古
事
記
に
よ
れ
ば
、
武
烈
天
皇
（
仁
賢
天
皇
の
子
、
母
は
雄
略
天
皇
の
娘
）
に
は
子
が
無
く
、
そ
こ
で
「
御 み
子 こ
代 し
ろと
為 し
て
、
小 を
長
谷
は
つ
せ部 べ
を
定
め
」
た
と
あ
る
。
御
子
代
、
御
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名
代
は
皇
族
に
子
が
無
い
時
、
そ
の
名
を
後
代
に
残
す
た
め
に
居
所
の
名
を
冠
し
て
置
い
た
私
有
民
を
指
し
た
。
ま
た
、
こ
の
長
谷
寺
開
基
の
白
助
は
記
紀
に
は
名
前
が
見
え
な
い
が
、
大
長
谷
命
お
ほ
は
つ
せ
の
み
こ
と
す
な
わ
ち
雄
略
天
皇
の
同
母
兄
に
黒 く
ろ
日 ひ
子 こ
の
王 み
こ
白 し
ろ
日 ひ
子 こ
の
王 み
こ
の
名
が
見
え
る
。
白
日
子
王
は
允
恭
天
皇
の
六
代
の
孫
で
は
な
く
子
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
白
助
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
小
長
谷
若
雀
命
を
は
つ
せ
の
わ
か
さ
ざ
き
の
み
こ
と、
す
な
わ
ち
武
烈
天
皇
と
、
大 お
ほ長 は
つ谷 せ
の
命 みこ
と
雄
略
天
皇
に
由
縁
の
あ
る
地
名
と
し
て
、
信
濃
国
更
級
郡
に
「
を
は
つ
せ
」
な
る
地
名
が
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
よ
れ
ば
、「
を
は
つ
せ
や
ま
」
は
更
級
郡
の
姨
捨
山
（
お
ば
す
て
や
ま
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
姨
捨
山
は
古
今
集
巻
十
七
に
読
み
人
知
ら
ず
の
歌
「
わ
が
心
な
ぐ
さ
め
か
ね
つ
さ
ら
し
な
や
を
ば
す
て
山
に
照
る
月
を
み
て
」
と
詠
ま
れ
て
以
来
、
多
く
の
作
品
に
登
場
す
る
。
大
和
物
語
や
今
昔
物
語
集
で
は
、
更
級
の
姨
捨
山
は
姨
捨
伝
説
の
舞
台
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
姨
捨
山
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
三
カ
所
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
1．
一
般
的
に
は
冠 か
む
り着
き山 や
まと
さ
れ
、
現
在
の
千
曲
市
と
東
筑
摩
郡
筑
北
村
の
境
に
あ
る
標
高
一
二
五
二
メ
ー
ト
ル
の
山
。
千
曲
川
畔
か
ら
望
む
と
ド
ー
ム
状
の
山
頂
が
目
に
つ
き
、
そ
れ
ゆ
え
冠
山
の
別
称
が
あ
り
、
更
級
山
、
坊
城
と
も
呼
ば
れ
る
。
更
級
山
の
名
に
つ
い
て
は
、
『
長
野
県
の
地
名
』
は
「
当
時
こ
の
地
が
更
級
郡
に
属
し
て
い
た
の
で
、
代
表
的
形
容
の
こ
の
山
が
更
級
山
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
2．
現
在
一
般
に
田
毎
の
月
で
知
ら
れ
、
姥
石
の
遺
跡
が
残
る
姨
捨
山
放
光
院
長
楽
寺
（
旧
、
八
幡
村
、
現
在
の
千
曲
市
八
幡
）
近
辺
。
3．『
大
日
本
地
名
辞
書
』
で
は
、「
其
姑
捨
山
は
古
人
之
を
冠
山
と
明
言
し
、
又
考
証
し
て
之
を
究
む
れ
ば
、
塩
崎
の
小
長
谷
山
に
あ
た
れ
ば
、
い
づ
れ
に
し
て
も
八
幡
放
光
院
に
は
あ
ら
ず
」
と
し
て
、
田
毎
の
月
の
長
楽
寺
付
近
説
を
否
定
し
た
う
え
で
、
前
述
の
長
谷
寺
の
あ
る
塩
崎
村
の
小
長
谷
山
（
現
、
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
、
篠
ノ
井
線
稲
荷
山
駅
周
辺
）
の
山
と
し
て
い
る
。
三
者
の
地
理
的
関
係
は
、
1の
北
北
東
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
2が
あ
り
、
2の
北
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
3が
位
置
す
る
。
何
れ
も
千
曲
川
西
岸
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
良
志
奈
神
社
の
鎮
座
す
る
更
級
里
は
1の
北
東
山
麓
で
あ
る
。
さ
て
、
更
級
日
記
の
書
名
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
晩
年
を
踏
ま
え
た
次
の
よ
う
な
見
解
が
定
説
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
康
平
元
年
（
一
〇
五
八
）
五
十
一
歳
で
夫
に
先
立
た
れ
る
。
傷
心
の
う
ち
に
彼
女
は
自
叙
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
お
と
ず
れ
た
甥
に
、
彼
女
は
、
月
も
出
い
で
で
闇 や
みに
く
れ
た
る
姨
捨
を
ば
す
てに
な
に
と
て
今
宵
こ
よ
ひ
た
づ
ね
来
つ
ら
む
と
つ
ぶ
や
く
。
こ
の
一
首
は
、
『
古
今
集
』
『
大
和
物
語
』
に
有
名
な
姨
捨
伝
説
「
わ
が
心
慰
め
か
ね
つ
更
級
さ
ら
し
な
や
姨
捨
山
に
照
る
月
を
見
て
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
さ
ら
し
な
（
更
級
更
科
）
」
は
亡
き
夫
の
任
国
信
濃
し
な
の
の
郡
名
、
「
を
ば
す
て
」
は
そ
こ
な
る
山
の
名
で
あ
り
、
月
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
『
更
級
日
記
』
の
名
は
こ
の
歌
に
由
来
し
、
人
に
訪
と
わ
れ
ぬ
老
残
の
孤
愁
を
託
し
た
作
者
自
身
の
命
名
で
あ
ろ
う
（
注
八
）。
作
者
の
夫
橘
俊
通
は
信
濃
守
在
任
中
の
康
平
元
年
四
月
、
上
京
し
て
夏
秋
を
都
で
過
ご
し
、
そ
の
年
の
十
月
五
日
に
都
で
死
去
し
て
い
る
。
極
官
は
信
濃
守
と
な
っ
た
が
、
当
時
信
濃
国
府
は
筑
摩
郡
に
あ
っ
た
。
「
信
濃
国
府
は
、
最
初
に
国
分
寺
が
存
在
す
る
小
県
郡
に
置
か
れ
、
あ
る
時
期
に
筑
摩
郡
に
移
動
し
た
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
『
和
名
抄
』
（
流
布
本
）
巻
五
の
信
濃
国
に
「
国
府
在
筑
摩
郡
」
と
あ
り
、
十
世
紀
前
半
に
筑
摩
郡
に
国
府
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
（
注
九
）。
」
と
さ
れ
る
。
筑
摩
郡
の
国
府
跡
は
現
在
の
松
本
市
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
国
府
に
つ
い
て
は
従
来
小
県
郡
（
現
在
の
上
田
市
周
辺
）
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
る
木
―56―
簡
の
研
究
に
よ
っ
て
、
小
県
郡
で
は
な
く
そ
の
北
西
に
隣
接
す
る
埴
科
郡
の
屋
代
付
近
を
想
定
す
る
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
確
定
で
き
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
「
更
級
」
の
書
名
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
作
者
の
時
代
に
は
国
府
は
筑
摩
郡
に
あ
っ
た
の
で
、
夫
の
現
勤
務
先
所
在
地
の
郡
名
と
い
う
連
想
か
ら
の
思
い
つ
き
で
は
あ
り
得
な
い
。
信
濃
国
第
一
の
歌
枕
「
更
級
」
「
姨
捨
山
」
と
い
う
知
識
か
ら
の
連
想
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
姨
捨
に
は
「
を
は
つ
せ
」
、
す
な
わ
ち
小
長
谷
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
大
和
の
小
初
瀬
、
長
谷
寺
と
も
関
わ
る
地
名
で
あ
る
。
任
国
信
濃
に
は
「
を
ば
す
て
」
や
「
を
は
つ
せ
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
、
そ
ん
な
話
題
が
帰
京
し
た
夫
の
口
か
ら
語
ら
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
大
嘗
会
御
禊
を
前
に
し
て
の
初
瀬
参
籠
に
つ
い
て
は
、
兄
定
義
を
中
心
に
周
囲
は
猛
反
対
し
た
の
だ
っ
た
が
、「
児 ち
ごど
も
の
親
な
る
人
」、
す
な
わ
ち
夫
俊
通
は
「
い
か
に
も
い
か
に
も
心
に
こ
そ
あ
ら
め
」
と
言
っ
て
出
発
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
夫
の
こ
と
は
日
記
で
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
い
か
に
も
い
か
に
も
」
と
庇
っ
て
く
れ
た
夫
の
こ
の
思
い
遣
り
を
、
「
心
ば
へ
も
あ
は
れ
な
り
」
と
珍
し
く
感
動
し
た
口
吻
で
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
う
し
て
出
立
し
た
長
谷
観
音
詣
で
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
参
籠
体
験
の
強
烈
な
印
象
は
深
く
作
者
の
心
に
刻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
日
記
執
筆
に
際
し
て
、
夫
の
死
と
い
う
重
大
な
人
生
の
転
機
に
遭
遇
し
、
夫
の
最
後
の
任
国
信
濃
を
思
う
と
き
、
老
残
の
我
が
身
を
姨
捨
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
。
夫
が
語
っ
て
く
れ
た
信
濃
国
の
名
所
更
級
、
姨
捨
と
、
そ
の
地
名
か
ら
連
想
を
喚
起
さ
れ
た
自
ら
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
大
和
国
長
谷
寺
と
の
連
環
に
思
い
至
っ
た
こ
と
で
、
「
更
級
日
記
」
な
る
書
名
に
思
い
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。
四
日
記
執
筆
に
際
し
て
、
初
瀬
の
観
音
信
仰
と
信
濃
国
姨
捨
の
地
名
の
連
想
が
作
者
の
脳
裏
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
て
み
た
。
次
に
、
初
瀬
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
別
の
体
験
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
い
。
作
者
は
、
少
女
時
代
の
三
年
あ
ま
り
を
父
と
共
に
上
総
国
で
過
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。
上
総
国
府
は
、
和
名
抄
の
記
載
な
ど
か
ら
市
原
郡
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
千
葉
県
市
原
市
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
所
在
に
つ
い
て
は
明
確
な
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
の
研
究
で
も
、
「
上
総
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
諸
説
併
存
に
て
確
説
を
得
て
い
な
い
と
す
る
の
が
、
現
在
の
公
式
見
解
で
あ
ろ
う
（
注
十
）。
」
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
物
語
が
読
め
る
都
へ
の
帰
還
を
熱
望
す
る
少
女
の
作
者
は
「
薬
師
仏
や
く
し
ぼ
と
けを
造
り
て
、
手
洗
ひ
な
ど
し
て
、
人
ま
に
み
そ
か
に
入
り
つ
つ
」、「
身
を
す
て
て
額 ぬ
かを
つ
き
祈
り
申
す
」
と
い
う
濃
密
な
仏
教
的
空
間
に
入
り
浸
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
仏
に
対
す
る
親
近
感
の
よ
う
な
感
情
は
少
女
期
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
上
総
国
に
あ
っ
て
作
者
は
出
歩
く
こ
と
が
無
か
っ
た
よ
う
で
、

か
に
、
都
へ
向
け
た
門
出
直
後
に
「
朝 あ
さ寝 い
な
ど
も
せ
ず
、
か
た
が
た
見
つ
つ
」
と
あ
っ
て
門
出
先
近
辺
を
逍
遥
し
た
と
書
き
留
め
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
上
京
の
旅
で
も
上
総
国
の
描
写
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
上
総
国
府
は
市
原
郡
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。
市
原
郡
の
南
隣
、
長
柄
な
が
ら
郡
に
は
坂
東
三
十
三
所
の
第
三
十
一
番
札
所
が
あ
る
。
上
総
国
の
名
刹
で
あ
り
、
笠
森
観
音
の
名
で
知
ら
れ
た
霊
場
、
大
悲
山
笠
森
寺
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
創
建
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
改
行
箇
所
は
／
で
示
し
た
）
寺
伝
に
よ
れ
ば
推
古
天
皇
の
世
に
創
建
、
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
五
月
僧
最
澄
が
山
中
に
光
輝
を
放
つ
も
の
を
見
、
確
か
め
る
と
観
世
音
菩
の
像
で
あ
っ
た
の
で
、
自
ら
刻
ん
だ
十
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一
面
観
音
の
腹
中
に
こ
れ
を
納
め
て
安
置
し
た
の
が
本
尊
で
あ
る
と
い
う
。『
笠
森
寺
縁
起
』
は
二
種
あ
っ
て
、
田
丸
健
良
は
『
房
総
志
料
続
』
の
中
で
「
笠
森
の
縁
起
今
発
行
す
る
所
、
古
へ
の
縁
起
に
少
し
異
也
」
と
記
し
て
い
る
。
／
一
種
は
冷
泉
天
皇
の
皇
子
五
条
宮
が
上
総
国
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
に
従
っ
て
下
向
し
た
蔵
人
清
光
の
妹
少
将
の
君
と
の
間
に
姫
が
生
ま
れ
た
が
、
五
条
宮
は
任
果
て
て
京
に
帰
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
姫
は
笠
森
に
留
ま
り
、
笠
森
観
音
を
信
仰
し
、
父
に
再
会
で
き
る
よ
う
願
う
。
た
ま
た
ま
後
一
条
天
皇
の
女
御
が
な
く
な
り
、
悲
嘆
に
く
れ
る
天
皇
を
慰
め
る
た
め
諸
国
に
伝
え
て
美
人
を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。
姫
は
早
乙
女
と
し
て
府
中
に
集
ま
る
道
す
が
ら
、
村
雨
に
ぬ
れ
る
観
音
に
自
分
の
笠
を
か
ぶ
せ
る
。
結
局
は
姫
が
選
ば
れ
て
京
に
の
ぼ
り
、
桐
壺
の
女
御
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
十
一
面
観
音
の
お
慈
悲
で
あ
る
と
い
う
。
も
う
一
種
で
は
、
選
ば
れ
る
女
性
は
姫
で
は
な
く
、
長
柄
郡
桜
井
の
里
に
住
む
箕
作
の
翁
の
娘
と
な
っ
て
い
る
。
／
縁
起
で
は
、
こ
の
笠
森
観
音
を
天
皇
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
時
の
飛
の
工
匠
一
条
康
頼
、
堀
川
友
成
等
に
命
じ
て
本
堂
を
造
営
さ
せ
た
と
す
る
。
寺
伝
で
も
縁
起
に
い
う
と
お
り
後
一
条
天
皇
の
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
に
勅
願
に
よ
っ
て
山
上
の
丘
阜
に
四
方
懸
造
の
本
堂
を
建
立
し
、
本
尊
を
遷
し
奉
っ
た
と
い
い
、
こ
の
時
比
叡
山
延
暦
寺
良
源
の
法
弟
解
超
大
僧
都
が
大
導
師
た
る
に
よ
っ
て
中
興
第
一
世
と
い
わ
れ
て
い
る
。
四
方
懸
造
の
本
堂
は
現
在
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
（
中
略
）
／
四
方
懸
造
の
堂
に
は
札
所
と
し
て
「
日
は
く
る
る
雨
は
ふ
る
の
の
み
ち
す
が
ら
か
か
る
た
び
ぢ
を
た
の
む
笠
森
」
と
ご
詠
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
花
山
天
皇
が
観
音
に
献
ぜ
ら
れ
た
御
製
で
あ
る
と
伝
え
る
（
注
十
一
）。
笠
森
寺
は
現
在
の
長
生
郡
長
南
町
に
あ
る
。
長
生
郡
は
、
和
名
抄
に
も
見
え
る
埴
生
は
ぶ
郡
の
一
部
と
、
こ
れ
も
和
名
抄
に
挙
げ
ら
れ
た
長
柄
な
が
ら
郡
が
明
治
三
十
年
に
合
併
し
て
で
き
た
郡
で
あ
る
。
古
代
の
長
柄
郡
は
国
府
所
在
地
市
原
郡
の
東
方
に
位
置
し
た
。
古
代
に
お
い
て
は
、
笠
森
寺
は
長
柄
郡
の
南
西
に
接
す
る
埴
生
郡
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
笠
森
寺
へ
は
上
総
国
府
か
ら
直
線
で
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
京
の
都
で
い
え
ば
お
よ
そ
三
条
あ
た
り
か
ら
宇
治
ほ
ど
の
距
離
に
な
る
。
京
と
東
国
上
総
で
道
の
事
情
は
異
な
る
に
し
ろ
、
ほ
ぼ
一
日
行
程
で
あ
る
。
更
級
日
記
作
者
が
笠
森
観
音
に
参
詣
し
た
か
否
か
は
確
認
の
術
が
な
い
。
少
な
く
と
も
日
記
に
は
そ
の
片
鱗
さ
え
窺
え
な
い
。
本
尊
は
十
一
面
観
音
で
あ
る
が
、
こ
の
観
音
像
に
つ
い
て
は
、
こ
の
寺
の
開
山
は
伝 で
ん
教 ぎょ
う
大
師
（
最 さ
い
澄 ちょ
う
）
で
あ
る
。
延 え
ん
暦 りゃ
く
3年
（
7
8
4）
に
大
師
が
東
国
巡 じ
ゅ
ん
錫 しゃ
く
の
折
、
尾
お
野 の
の
上 へ
の
山
頂
（
現
在
の
笠
森
寺
）
に
電
光
を
拝 は
い
し
、
楠 くす
の
き
の
根
ね
が
た
に
十
一
面
観
音
像
を
感 か
ん
得 と
く
。
さ
ら
に
、
楠
の
自
然
木
で
7尺
6寸
（
約
2

3
米 メー
ト
ル
）
の
尊
像
を
刻
み
、
山
上
に
安
置
し
て
開
創
し
た
と
伝
わ
る
（
注
十
二
）。
と
さ
れ
る
。
笠
森
寺
発
行
の
冊
子
『
笠
森
観
音
』
に
も
「
延 え
ん
暦 りゃ
く
3年
（
7
8
4）
伝 で
ん
教 ぎょ
う大 だ
い師 し
最 さ
い
澄 ちょ
う
上 しょ
う人 に
んが
楠 く
すの
霊
木
で
十 じゅ
う一 い
ち面 め
ん観 か
ん世 ぜ
音 お
ん菩 ぼ

さ
つを
刻
み
山
上
に
安
置
し
、
開 か
い
基 き
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
と
あ
り
、
造
像
は
最
澄
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
観
音
像
は
そ
の
背
面
に
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
に
仏
師
慶
賛
法
眼
が
造
立
し
た
旨
の
紀
年
銘
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
最
澄
が
楠
に
刻
ん
だ
と
い
う
寺
伝
の
よ
う
に
、
楠
を
材
と
し
て
お
り
、
重
要
な
こ
と
は
右
の
手
に
錫
杖
と
数
珠
、
左
の
手
に
蓮
華
と
水
瓶
を
持
つ
と
い
う
特
異
な
ス
タ
イ
ル
、
い
わ
ゆ
る
長
谷
寺
式
十
一
面
観
音
像
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
音
像
を
安
置
す
る
観
音
堂
の
創
建
に
関
し
て
は
、
諸
説
が
存
在
す
る
。
先
に
引
用
の
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
で
は
、
二
種
類
あ
る
笠
森
寺
縁
起
の
う
ち
前
者
で
は
、
寺
号
の
由
来
と
な
っ
た
、
雨
中
の
観
音
に
笠
を
か
ぶ
せ
た
女
性
は
、
上
総
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
冷
泉
天
皇
皇
子
五
条
宮
と
、
こ
れ
に
従
い
下
向
し
た
蔵
人
清
光
の
妹
少
将
の
君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
姫
、
つ
ま
り
、
王
女
で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
方
で
は
、
そ
れ
は
在
地
の
箕
作
の
娘
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
の
出
自
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
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「
観
音
に
「
笠 か
さ
」
を
着
せ
た
こ
と
や
、
乙
女
お
と
め
時
代
の
名
が
「
於
お
茂 も
利 り
」
だ
っ
た
の
で
、
寺
名
を
かさ 笠
も
り 森
と
名
づ
け
た
と
伝
わ
る
（
注
十
三
）。」
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。
ま
た
、
『
笠
森
寺
縁
起
』
で
は
五
条
の
宮
の
姫
君
（
あ
る
い
は
箕
作
の
翁
の
娘
）
が
長
元
元
年
に
上
洛
し
て
後
一
条
天
皇
に
入
内
し
た
、
と
す
る
が
、
そ
の
時
に
姫
を
護
衛
し
て
上
京
し
た
人
物
の
中
に
長
南
姓
の
男
が
い
た
と
伝
わ
る
。
か
つ
て
長
柄
郡
長
南
の
地
に
勢
力
を
有
し
、
上
総
の
名
族
と
呼
ば
れ
た
長
南
氏
の
研
究
に
尽
力
し
た
中
村
就
一
氏
は
、
長
南
家
年
代
譜
や
諸
系
図
を
調
査
し
、
氏
族
の
始
祖
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。
菅
原
道
真
の
第
十
一
子
滋
殖
（
し
げ
い
く
）
幼
名
善
智
麿
は
九
〇
〇
年
（
昌
泰
三
）
に
生
れ
、
祖
父
マ
マ
道
真
が
死
亡
し
た
と
き
四
歳
で
あ
っ
た
。
善
智
麿
は
母
の
生
家
で
あ
る
伴
大
納
言
方
に
引
取
ら
れ
て
養
育
さ
れ
、
成
人
し
て
官
途
に
就
き
、
上
総
国
に
来
っ
て
国
府
の
庁
に
勤
め
た
。
そ
の
後
都
へ
は
帰
ら
ず
そ
の
ま
ま
長
南
の
庄
に
土
着
し
、
土
地
の
豪
族
（
後
の
千
葉
氏
）
の
女
と
結
婚
し
て
、
長
南
の
庄
の
主
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
地
名
を
以
て
長
南
を
姓
と
し
、
以
後
代
々
長
南
氏
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
る
（
注
十
四
）。
笠
森
寺
の
縁
起
に
長
元
元
年
に
長
南
小
次
郎
滋
道
が
笠
森
寺
本
堂
建
立
に
尽
力
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
小
次
郎
は
長
南
氏
の
歴
史
上
、
始
祖
の
菅
原
滋
殖
長
南
次
郎
か
ら
降
る
こ
と
約
百
年
で
長
南
氏
五
代
目
」
に
あ
た
り
、
こ
の
長
南
滋
道
が
姫
を
後
一
条
天
皇
に
送
り
届
け
た
人
物
と
中
村
氏
は
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
南
氏
は
都
の
名
門
菅
原
氏
の
血
を
引
く
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
菅
原
孝
標
以
前
に
も
上
総
国
と
菅
原
氏
に
は
深
い
縁
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
中
村
氏
に
よ
れ
ば
道
真
の
子
淑
茂
は
延
長
二
年
（
九
二
四
）
に
上
総
介
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
尊
卑
分
脉
『
菅
原
氏
系
図
』
に
は
淑
茂
に
讃
岐
守
の
記
載
は
あ
る
が
、
上
総
介
の
記
載
無
し
）。
さ
ら
に
中
村
氏
は
、
こ
れ
以
外
に
も
菅
原
外
明
が
下
総
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
て
（
た
だ
し
、
『
菅
原
氏
系
図
』
に
は
こ
の
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
）、
「
房
総
地
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
九
〇
〇
年
か
ら
一
三
一
九
年
ま
で
の
約
四
〇
〇
年
間
に
菅
原
姓
の
地
方
官
が
九
名
も
任
命
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
菅
原
道
真
の
子
滋
殖
が
長
南
の
地
に
土
着
し
た
と
す
れ
ば
、
上
総
国
は
菅
原
氏
に
と
っ
て
領
地
、
人
脈
な
ど
の
う
え
で
縁
の
深
い
土
地
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
道
真
の
子
景
行
は
延
長
四
年
（
九
二
六
）
に
常
陸
国
真
壁
郡
羽
鳥
の
地
に
父
道
真
の
遺
骨
を
納
め
て
祖
と
し
た
が
、
後
に
延
長
七
年
、
こ
れ
を
下
総
国
飯
沼
の
ほ
と
り
大
生
郷
に
遷
し
て
祖
所
と
し
て
祀
っ
た
の
が
大
生
郷
天
満
宮
で
、
天
満
宮
と
し
て
は
唯
一
、
子
に
よ
っ
て
遺
骨
が
祀
ら
れ
た
例
と
さ
れ
る
。
太
宰
府
天
満
宮
、
北
野
天
満
宮
と
と
も
に
日
本
三
天
神
と
さ
れ
、
菅
原
氏
に
と
っ
て
重
要
な
社
で
あ
っ
た
。
景
行
は
父
失
脚
後
駿
河
権
介
に
左
遷
さ
れ
た
が
、
亡
き
道
真
が
本
官
に
復
さ
れ
た
後
は
、
常
陸
介
に
任
官
し
て
い
る
。
常
陸
国
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
の
景
行
以
外
に
も
そ
の
弟
の
兼
茂
も
常
陸
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
『
菅
原
氏
系
図
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
菅
原
氏
と
常
陸
国
と
の
密
接
な
関
係
が
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
真
の
五
代
後
に
あ
た
る
菅
原
孝
標
は
長
元
五
年
に
常
陸
介
と
し
て
常
陸
に
下
っ
て
い
る
。
常
陸
か
ら
娘
に
宛
て
た
文
に
は
上
記
の
天
満
宮
の
こ
と
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
更
級
日
記
中
に
天
満
宮
や
父
祖
道
真
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
の
で
、
父
孝
標
の
心
中
は
と
も
か
く
、
日
記
に
お
い
て
は
、
輝
か
し
い
先
祖
道
真
を
語
る
と
か
、
菅
原
氏
の
娘
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
作
者
の
意
識
は
全
く
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
上
総
国
、
特
に
長
南
と
い
う
地
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
あ
る
笠
森
観
音
や
、
常
陸
国
、
下
総
国
に
菅
原
氏
の
一
族
と
関
わ
っ
た
故
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
五
五
条
の
宮
の
姫
君
（
あ
る
い
は
箕
作
の
翁
の
娘
）
が
上
洛
し
て
後
一
条
天
皇
に
入
内
し
―59―
た
、
と
い
う
こ
と
が
笠
森
寺
の
縁
起
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
観
音
堂
は
長
元
元
年
に
後
一
条
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
長
元
元
年
と
は
い
か
な
る
時
期
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
前
年
、
万
寿
四
年
十
二
月
四
日
に
藤
原
道
長
が
法
成
寺
で
薨
去
し
て
い
る
。
明
け
て
長
元
元
年
六
月
、
下
総
国
に
お
い
て
前
上
総
介
平
忠
常
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。
上
総
、
下
総
、
安
房
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
忠
常
が
安
房
守
平
惟
忠
を
殺
害
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
こ
の
乱
に
よ
り
、
房
総
一
帯
は
三
年
余
り
に
わ
た
っ
て
戦
乱
の
地
と
な
っ
て
荒
廃
し
、
結
果
、
房
総
、
常
陸
は
疲
弊
の
極
に
陥
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
菅
原
孝
標
は
十
二
年
間
の
散
位
を
経
て
、
長
元
五
年
に
常
陸
介
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
平
忠
常
の
乱
が
一
応
の
終
息
を
見
た
と
い
う
段
階
で
あ
っ
た
。
六
十
歳
と
い
う
高
齢
の
孝
標
が
常
陸
介
に
任
命
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
横
井
孝
氏
は
、
「
孝
標
の
常
陸
介
任
官
も
、
乱
後
の
情
勢
の
一
連
の
動
向
の
な
か
で
と
ら
え
る
べ
き
も
の
」
と
し
、
孝
標
が
常
陸
介
に
選
任
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
上
総
介
の
経
歴
が
坂
東
の
情
勢
に
く
わ
し
い
と
の
判
断
を
も
た
ら
し
た
た
め
だ
っ
た
（
注
十
五
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
更
級
日
記
に
よ
れ
ば
、
任
国
常
陸
か
ら
娘
に
宛
て
た
手
紙
で
、
孝
標
は
国
内
の
神
社
を
巡
拝
す
る
神
拝
で
訪
れ
た
「
子
し
の
び
の
森
」
の
こ
と
を
書
い
て
寄
こ
し
て
い
る
。
「
水
を
か
し
く
流
れ
た
る
野
の
、
は
る
ば
る
と
あ
る
に
、
木 こ
む
ら
の
あ
る
、
を
か
し
き
所
か
な
」
と
い
う
文
面
で
あ
っ
た
。
常
陸
国
の
復
興
の
た
め
に
精
力
的
に
国
内
を
歩
き
回
る
孝
標
の
姿
が
彷
彿
と
さ
れ
る
手
紙
の
文
面
だ
が
、
「
水
を
か
し
く
流
れ
た
る
野
」
と
「
木
む
ら
」
は
単
な
る
美
し
い
実
景
の
描
写
で
あ
ろ
う
か
。
柳
田
國
男
は
「
延
命
小
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
清
水
の
湧 わ
く
土
地
に
は
必
ず
一
本
の
神
木
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
自
然
に
生
い
茂
っ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
も
、
特
に
そ
の
う
ち
の
あ
る
木
を
保
存
し
て
、
神
の
憑
よ
り
た
ま
う
も
の
と
し
て
崇
敬
し
て
い
た
。
井
の
傍
に
栽
え
る
木
は
今
で
も
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
は
風
景
の
宗
教
的
起
源
と
も
名
付
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
樹
の
美
し
く
栄
え
て
い
る
場
処
に
、
し
ば
し
ば
清
き
泉
を
見
つ
け
た
と
い
う
経
験
が
最
初
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
（
注
十
六
）。
清
水
が
湧
き
出
て
、
ほ
と
り
に
木
が
立
っ
て
い
る
の
は
、
神
が
坐
す
神
聖
な
風
景
で
あ
っ
た
と
い
う
。
孝
標
が
見
た
子
し
の
び
の
森
は
、
常
陸
国
の
な
か
で
も
神
宿
る
聖
な
る
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
父
孝
標
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
書
き
記
す
作
者
に
お
い
て
も
、
聖
な
る
も
の
を
志
向
す
る
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
常
陸
国
に
お
け
る
孝
標
の
こ
の
体
験
は
長
元
五
年
以
降
の
あ
る
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
東
国
常
陸
を
巡
察
す
る
孝
標
の
心
の
中
に
は
、
平
忠
常
に
対
す
る
複
雑
な
感
情
も
起
こ
っ
て
来
た
だ
ろ
う
し
、
忠
常
の
前
職
は
上
総
介
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
前
任
の
地
で
あ
る
上
総
国
に
対
し
て
懐
か
し
さ
の
籠
も
っ
た
視
線
を
投
げ
か
け
て
い
た
こ
と
は
想
像
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
は
も
ち
ろ
ん
、
娘
に
と
っ
て
も
共
に
過
ご
し
た
懐
か
し
い
土
地
で
あ
る
。
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
常
陸
に
お
い
て
、
孝
標
は
上
総
国
の
情
報
も
探
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
孝
標
の
耳
に
、
上
総
国
府
の
あ
る
市
原
郡
に
隣
接
す
る
笠
森
寺
の
観
音
堂
建
立
に
ま
つ
わ
る
話
が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
つ
い
四
年
前
の
、
長
元
元
年
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
任
終
え
て
上
京
後
、
孝
標
は
こ
の
話
題
を
娘
に
語
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
孝
標
女
は
後
年
、
日
記
執
筆
に
際
し
て
、
少
女
の
頃
の
思
い
出
と
し
て
上
洛
の
途
上
で
耳
に
し
た
竹
芝
寺
の
伝
承
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
都
に
召
し
出
さ
れ
た
武
蔵
の
衛
士
が
、
帝
の
娘
と
共
に
武
蔵
に
下
っ
て
結
ば
れ
、
帝
か
ら
許
さ
れ
て
武
蔵
氏
の
祖
と
な
る
話
で
あ
っ
た
。
笠
森
寺
縁
起
に
語
ら
れ
た
娘
と
竹
芝
の
男
と
、
身
分
立
場
は
逆
転
し
て
い
る
も
の
の
、
天
皇
家
と
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
大
出
世
を
遂
げ
た
数
奇
な
運
命
が
語
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
一
方
で
、
孝
標
女
は
少
女
の
頃
の
上
総
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国
に
お
い
て
、
自
ら
「
薬
師
仏
を
造
り
て
」
祈
っ
た
と
書
き
、
三
十
二
歳
の
時
に
見
た
夢
で
は
、
作
者
の
前
世
は
清
水
寺
の
仏
師
で
あ
っ
て
丈
六
の
仏
像
を
造
っ
た
こ
と
を
僧
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
笠
森
の
娘
は
後
一
条
天
皇
に
依
頼
し
て
観
音
堂
を
創
建
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
の
は
、
娘
時
代
の
観
音
を
拝
む
と
い
う
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
ら
の
体
験
と
し
て
仏
像
を
造
っ
て
拝
ん
だ
と
い
う
作
者
の
心
持
ち
と
相
通
ず
る
構
造
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
笠
森
寺
の
縁
起
は
、
蔵
人
清
光
の
妹
少
将
の
君
の
娘
、
あ
る
い
は
箕
作
の
翁
の
娘
が
後
一
条
天
皇
の
女
御
と
な
る
と
い
う
異
例
の
出
世
を
遂
げ
る
話
で
も
あ
っ
た
。
孝
標
女
は
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
冬
、
そ
の
後
一
条
天
皇
の
次
の
帝
、
後
朱
雀
天
皇
の
第
三
皇
女
、
祐
子
内
親
王
家
に
出
仕
し
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
宮
仕
え
は
、
両
親
に
代
わ
っ
て
一
家
の
世
話
を
託
さ
れ
る
生
活
の
な
か
で
、「
心
ぼ
そ
く
お
ぼ
ゆ
る
」
作
者
に
対
し
て
、
「
な
に
と
な
く
つ
れ
づ
れ
に
心
ぼ
そ
く
て
あ
ら
む
よ
り
は
」
出
仕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
お
の
づ
か
ら
よ
き
た
め
し
も
あ
り
。
さ
て
も
こ
こ
ろ
み
よ
。」
と
い
う
人
の
勧
め
に
よ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
閉
塞
状
況
か
ら
の
脱
出
解
放
の
試
み
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
出
仕
し
て
宮
中
の
華
や
か
な
世
界
に
接
し
た
こ
と
で
、
作
者
の
心
に
秘
め
ら
れ
た
出
世
願
望
が
芽
生
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
級
日
記
作
者
の
心
奥
に
、
親
仁
親
王
（
後
冷
泉
天
皇
）
の
乳
母
と
な
っ
た
紫
式
部
の
娘
大
弐
三
位
が
後
冷
泉
天
皇
即
位
に
あ
た
っ
て
、
「
帝
に
近
侍
し
祭
祀
に
も
関
わ
る
最
高
位
の
女
官
で
あ
る
典
侍
と
な
っ
た
こ
と
（
栄
花
物
語
、
巻
三
十
六
根
合
せ
）
に
対
す
る
羨
望
な
い
し
嫉
妬
（
注
十
七
）」
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
菅
原
氏
と
い
う
名
門
の
血
を
受
け
、
名
門
の
娘
ゆ
え
自
ら
も
出
世
し
て
良
い
は
ず
だ
と
い
う
秘
め
た
る
思
い
と
矜
恃
は
、
決
し
て
表
面
に
こ
そ
出
さ
な
い
も
の
の
、
作
者
の
心
奥
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
願
望
は
、
竹
芝
伝
承
を
書
き
留
め
さ
せ
た
行
為
に
も
読
み
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
笠
森
寺
は
作
者
が
多
感
な
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
上
総
国
の
中
で
も
極
め
て
身
近
に
位
置
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
作
者
が
笠
森
の
乙
女
の
話
を
耳
に
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
作
者
の
出
世
願
望
を
投
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
六
笠
森
寺
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
。
作
者
が
心
に
深
く
願
っ
た
出
世
願
望
を
託
す
信
仰
対
象
は
大
和
国
の
長
谷
寺
で
あ
り
、
そ
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
。
日
記
に
仏
や
寺
院
な
ど
の
仏
教
関
係
の
事
柄
を
随
所
に
記
し
て
い
る
作
者
で
あ
れ
ば
、
奇
し
く
も
大
和
国
長
谷
寺
と
上
総
国
笠
森
寺
と
、
本
尊
は
同
じ
く
特
異
な
様
式
で
あ
る
長
谷
寺
式
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
心
に
刻
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
初
瀬
に
あ
る
長
谷
寺
は
、
「
を
ば
す
て
」
の
語
を
介
し
て
信
濃
国
更
級
の
地
と
関
連
が
あ
っ
た
。
長
谷
寺
の
観
音
を
巡
っ
て
、
信
濃
国
姨
捨
山
と
上
総
国
笠
森
寺
を
結
び
つ
け
る
絆
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
背
景
と
し
て
、
件
の
出
世
願
望
は
叶
え
ら
れ
る
素
地
が
あ
る
と
作
者
に
は
思
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
夫
の
死
に
よ
り
作
者
は
老
残
の
晩
年
を
生
き
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
級
日
記
と
い
う
書
名
に
は
、
観
音
に
願
っ
て
も
叶
い
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
作
者
の
痛
切
な
思
い
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
注
一
、
更
級
日
記
の
本
文
は
、
以
下
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
26（
小
学
館
、
一
九
九
四
）
に
よ
る
。
二
、
竹
下
数
馬
編
『
文
学
遺
跡
辞
典
詩
歌
編
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
八
）
三
、
古
事
記
本
文
、
注
釈
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
）
に
よ
る
。
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四
、
片
桐
洋
一
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
増
訂
版
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
）
五
、
秋
本
吉
徳
『
常
陸
国
風
土
記
全
訳
注
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
〇
一
）
六
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
〇
巻
長
野
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
九
）
七
、
吉
田
東
伍
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
第
五
巻
北
国
東
国
』
（
冨
山
房
、
一
九
七
一
）
八
、
注
一
に
同
じ
九
、
原
明
芳
「
筑
摩
郡
に
あ
っ
た
信
濃
国
府
を
考
え
る
」
（
須
田
勉
阿
久
津
久
編
『
東
国
の
古
代
官
衙
（
古
代
東
国
の
考
古
学
1）』、
高
志
書
院
、
二
〇
一
三
）
十
、
田
所
真
「
房
総
三
国
の
国
府
跡
」
（
須
田
勉
阿
久
津
久
編
『
東
国
の
古
代
官
衙
（
古
代
東
国
の
考
古
学
1）』、
高
志
書
院
、
二
〇
一
三
）
十
一
、『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
六
）
十
二
、
五
鐵
太
郎
『
坂
東
巡
礼
三
十
三
観
音
と
心
の
法
話
』
（
坂
東
札
所
霊
場
会
監
修
、
電
気
情
報
社
、
二
〇
一
四
）
十
三
、
注
十
二
に
同
じ
十
四
、『
長
南
氏
の
研
究
』
（
全
国
長
南
会
、
一
九
八
七
）
十
五
、「
『
更
級
日
記
』
孝
標
を
め
ぐ
る
風
景
そ
の
大
い
な
る
「
凡
庸
」
に
つ
い
て
」
（
福
家
俊
幸
久
下
裕
利
編
『
王
朝
女
流
日
記
を
考
え
る
追
憶
の
風
景
』
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
一
）
十
六
、「
桃
太
郎
の
誕
生
」
（『
柳
田
國
男
全
集
10』、
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
）
十
七
、
久
下
裕
利
「
迷
走
す
る
孝
標
女
石
山
詣
か
ら
初
瀬
詣
へ
」
（
福
家
俊
幸
久
下
裕
利
編
『
王
朝
女
流
日
記
を
考
え
る
追
憶
の
風
景
』、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
一
）
（
も
と
よ
し
す
す
む
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
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